
■ 関西経済を取り巻く状況（外部要因）

関西経済の今後を見通す上で、ビジョンの前回改訂時（2019年3月）以降のトレンド等を整理

（１） 日本・関西の社会経済トレンド

・ 大阪・関西万博の開催

・ ＩＲ（統合型リゾート）の開業

・ インバウンドの回復・増加

・ スタートアップ育成

・ インフラ整備・都市機能強化

・ 後継者不足

・ 国際競争の激化（グローバル化、ブロック化）

・ 経済安全保障の強化

・ 地政学的リスクの顕在化

（エネルギー、サプライチェーン）

・ 物価・材料費・輸送コストの上昇

・ 円相場の下落

・ 物流２０２４年問題

・ インフラの老朽化

・ スマートシティの推進

・ 働き方改革の推進

・ 生産年齢人口の減少、高齢化率の上昇

・ 都市部への人口集中（東京一極集中）

・ 社会保障費の増加

・ ジェンダーフリーの推進

・ 地域の安全確保意識の高まり

・ 空き家・商店街空き店舗の増加

・ 買い物弱者の増加

（2） グローバルトレンド

・ 地球温暖化、気候変動

・ 生物多様性の保全と持続可能な利用

・ 自然災害の増加

・ 感染症リスクの顕在化

・ マイクロプラスチックの増加

・ 食品ロス問題

（３） 技術トレンド

・ ＩＣＴ化・ＤＸの進展

・ ＡＩ（人工知能）のビジネス利用の拡大

・ エネルギー関連技術開発の加速

（蓄電池、燃料電池、全個体電池）

・ 半導体産業のサプライチェーン再編

・ メタバース市場の拡大

・ 衛星コンステレーションの構築

・ デジタルツイン・XRの利用拡大

・ デジタル人材の不足

◆日本・関西経済等の状況 ◆リスク・成長要因

＜経済＞

・ 製造拠点の日本回帰

・ 脱炭素やSDGｓの潮流による産業構造の変化

・ ディープテック等のスタートアップ企業の輩出

・ ユニコーン企業の誕生

・ 宇宙ビジネス市場の拡大

・ フリーランス・ギグワーカーなど働き方の多様化

・ 外国人材を含めた人材確保の選択肢の増

＜環境＞

・ ＥＳＧ投資の拡大

・ サーキュラー型ビジネスモデルへの転換

・ グリーンビジネスの市場拡大、関連産業の飛躍的成長

＜先進技術＞

・ 万博を契機に新技術の社会実装が加速

・ 新技術の価値の見える化により投資、リソースの集積が進展

・ ロボティクスの実用拡大による生産性向上

（労働力不足の解消、人材再配置）

・ バイオテクノロジーなどの先端技術の活用拡大
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